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　去る2月28日，Sir　Frank　Dysonは彼が過去23年間に渡って保って來た，
Astronomer　Royalの職を隙退した．此れは冷温の人事異動の中に於いて，最
も属立って大きいものの一つである．彼の絶えざる活動，彼の偉大なる勢力
或は叉，英論士文學言詞に於ける彼の最高の地位等について，今更，，二者に
話す必要はなからうと思ふ．彼の公的生活の中に於V・てGreenwichに於ける
彼の最後の幾年聞を通じて，彼が國際天文同盟の盟主に撰ばれた事は，其ク
ライマックスとして宜なるものの一つであった・
　私は求めに慮じて，此庭に，Sir　Frankの二三的二二に關して総括的に述べ
様と思ふ．彼の最初の論文の一つは“　Anchor　ringのボテンシアル”に關す
るものである．此の論文は，若しも彼が事實に反してGreenwich天文墓に彼
の晶晶を持たなかったならば，彼が活躍したであらう庭の其の卓越せる方面
を我々に暗示するものである．其時より，彼の経歴は三つの期聞に分れる・
2Pち第一期間は1894年より1905年迄のGreenwichに於けるChief　Assistant・
第二期間は1905年より1910年迄のScotlandのAstronomical　Royal，第三期間
は1910年より1933年迄のAstronomical　Royalである．第：一期間中に於いて，
彼は主に天艦篤眞星圖及び其カタログを取扱ひ，同時に此の仕事に關回して
生する諸問題を研究した．天紙誌翼測定法の最も適切なる鷹用の一機會は
1900年一1901年に於ける：krosの衝に際して起つた．其時，　Greenwichは太
陽面差の決定に濡して非常なる成功を忌めたのである・彼と　Dovidson氏と
の協同研究は此の時が最初であり，此の協同事業は，今日迄，多くの結論と
進歩とを導き出したのである．
　此の早年期に於ける彼の最も偉大なる仕事はGroombrigeの，極附近に於
ける星表の，改正であった．此れはW．G．　Thackeray氏との協同に於V・て行
はれ，其の結果は1905年に公表された・，此の中には，約4250個の星の個有蓮
動が掲載され，其れは星の運動の統計的研究に關し，至便なる材料を，驚く
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べく豊富に與へた．後，1910年に至って，他の星表，それは統計的研究者に
やN異なった研究方面の資料を提供する虞の，かのBossのPreliminary
General　Catologueが出版せられる迄は，此の星表に比肩し得べき何ものも，
なかったのであった．Groombrigeの個有飛動表は適切なる機會に出現したの
であった．帥ち．1904年にはKaptynによって，二大星流が公表され，引き
績v・て藪年間は，星の分光型と光度との關係が論ぜられ，研究のfieldとして
恒星界は漸次，一般注目の的となって來k．併し此の繁雑な仕事に從回せる
Dysonと　Thackerayは此の如き期待は全く眼中になかったのであった，彼
等は，只，行はなければならなVO一つの仕事を漏しつNあると云ふ事を意識
して，満足して居たのである・個有蓮動は，適時，特に興味のあるものでは
なかった．併し唯一つ，太陽覗差の再決定のみが，新しv・研究家によって定
められるべく礎されて居た．此の絶えざる興味ある問題は，主として，視差
に關する二つの研究が同一の結果を與へないと云ふ瓢にある様である．
　Dysonは星の統計的研究に卸して多くの論文を公にした．二大星流の實在
性に未だ疑惑が存在した當時に於いて，彼は共星流は個有蓮動の非常に平な
る星に：よって最も明瞭に振大されると云ふ事を示した・他の論文は多く藪學
的のものであるが，其等は室聞に於ける星の分布に關係したものである．共
れはCarringtonの個有蓮動表及び後年にはGreenwichの視差の研究より導
き出された．“Persec”なる言葉の實際の名稻はTurnerの提言ではあるが，
Dysonは其の言葉の最初の誘導に，其の責を負ふべき人である．其れは軍な
る攣形に過ぎなV・檬である．併し，ゴルフリングに於いてグリ1ン迄の距離
磁が…58毒な塒同じく…83毒の距離にある障害物を嚇せん・
する一人のゴルフア】は，恒星界の研究に於けるハンディキャップを，其れ
が，如何にして滅じたかと云ふ事を，多分，了解する事：が出撃るであらう．
　彼の早年期に於ける仕事の他の一面は，分光學であった．共れは1900年，
1901年及び1905年の日蝕に於いて主として行はれ，叉，：Edinbullghに於いて
も行はれた．多分．私はDysonの持てる，而して他の幾人かの観測者の哀
れにも恵まれなかった一つの特性を思ひ浮べる事が内乳る．帥ち，彼は日蝕
に際して，全く，幸運其のものであった．彼の六回の試みに照して，確かに
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六つの美事なる日蝕の記録がある．
　彼の全経歴を通じて最も記憶さるべぎ企ては，1919年に於ける二回の日蝕
遠征に於ける彼の準備であった・其れ等の日蝕に：於いては，太陽の重力によ
る光線の屈曲度を確かめる事であった。當時，世界大戦の暗黒時代に面して
彼が其提案を提出した時には，其遠征の出來る見込みは殆んど絶望の様に思
はれた．併し，其日蝕に於ける殆んど例外的に好都合なる星野を逸して終ふ
事は無益な事であったので彼は非常なる失望の中にも，共準備を進めたので
ある．色々な機械が入用であったが，併し，其れは休戦迄，入手する事は不
可能であった．日蝕遠征の準備は最後の数刻がラツシユ・アワ1である．併し
私は此の揚合の如く，休戦と遠征隊出血との問に僅か三ケ月よりなかった忙
しさが，曾って，あったか如何を疑ふ．Dysonは一行には加はらなかったけ
れども，遠征隊の背後にあって，萬事萬端あらゆる仕事に心事した．Einstein
数果に記する此の調査の結果は，天文學上，物理面上，叉實に一般學島上に
於いて周知の事實である．
　彼の一個人としての研究に幽しては，より多くの事が述べられる・併し，
其れは，輩に，彼の興味の中心一Greenwich一より外れるのみであらう・
Greenwichが曲調23年間に産出した総べてのものに封して，彼の指導が如何
に完全に行き渡って居たかと云ふ事は，曾って彼の配下にあり，或は，現在
迄あった人々のみが，よく此れを了解し得る庭である．私は，此面に於いて
彼の文献を特性づける事は出來なV・．併し，私は，彼の多方面の研究の一南
部として地球物理面的研究に於ける彼の活躍を引用する事が出來る．帥ち，
緯度攣化，経度に封ずる正確なる時刻，Abingerに於ける卸しV磁力観測所を
急げやう．Greenwichに於ける彼の仕事は，彼と協同した人々と切り離iす事
は出來ない．謁して叉，其れを切り離す事は彼の意志に反する事であらうと
思ふ．（以上）
　　　　　　　　　　　　（The　Observatory　3月號所論，鐸文責任　柴田）
